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メタけい酸 ナ トリウムによ

る蕨汁の転化抑制

(A.C.Alexander他,Proc.Intn.Soc.

SugarcaneTecbn.14thCong.1971)

サトウキビ煮汁のサッカローズの転化は圧搾後置ち

にメタけい酸ナトリウムを加えることによって数日遅

れる. 効 果的なメタけい酸ナトリウムの虫 (つまり

lmlに40-60/Jモル)によって転化を完全に46-60時

間抑制し,時には96時間も抑制した.必要な抑制剤の

虫は煮汁のろ過または硫酸亜鉛と水酸化バ リウム処理

によって2-3〟モルまで低められた.処理しない試

料の品質低下の割合は廉汁の試料の虫の違いによって

大きく変化したが,メタけい酸ナトリウムの適正な転

化抑制剤の使用はこれを本質的に一定にした.メタけ

い酸ナトリウムの本質的な効果は搾汁の際に薦茎から

遊離きれる内因的なインベルターゼの抑制であるよう

ど.新鮮な薦中のフラクトーズとグルコーズの混在に

より急速に薦汁の品質低下をきたす.それはメタけい

酸ナトリウムがバクテリヤの急げきな繁殖のための炭

素源の摂取を抑制する伸 こはインベルターゼには直接

に影沓しないことを示すものである.クロマトグラフ

ィーによる緒累はメタけい酸ナトt)ウムの少畳であっ

てもインベルターゼかその基質と練合することを妨げ

るサッカローズとの生理的複合体を化成することを示

していた.高濃度の化学的視合物はサッカローズのフ

ラクト-ズ端で形成きれる. 仮説 的な Fractose-

silicateの構成はサッカローズが転化した後も残 り,

したがってフラクトーズか微生物によって代謝される

のを好げろ.フラクト-ズは徽tlf.物の繁組のための先

俊的へキソーズであり. 根来元であるように思われ

る.けい酸塩による効果的なフラクトーズの転化防止

はインベルターゼ抑制作用と微生物に対する抑棚/冊]
かと考えられる. (抄録 射)


